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1 は じ め に

前報において、7.5葉期から9.5葉期までの深水処理に

よる収量向上要因について報告した
1)。 77K処理により、

慣行栽培よりもポ当籾数が増加し収量が向上した。しか

し、千粒重、登熟歩合は同じで整粒歩合も同じであつた。

登熟歩合と千粒重の登熟度を慣行栽培よりも向上させる

ために、7.5葉期から9.5葉期までの深水処理では発生を

抑制できなかつた 2号分げつや 2次分げつを抑えること

を目的とした移値から5葉期までと8.5葉期から9.5葉期
までの 2時期を組み合わせた深水処理を行つた。この深
水処理が登熟度に与える影響を分げつ構成、葉面積及び

非構造性炭水化物の面から検討した。

2試 験 方 法

(1)試験場所、回場条件 秋田県農業試験場水田圃
場 細粒強グライ± 1区画0.6a
(2)試験区構成
①慣行区 活着期から9.5葉まで浅水管理、その後幼
穂形成期直前まで中干し、以後間断潅水

②深水区 移植から5葉期まで深水、以後8.5葉期ま
で浅水、8.5葉期から9.5葉期まで深水、9.5葉期から

幼穂形成期直前まで中干し、以後間断灌水

5葉期までの深水の水深は展開葉の半分から3分の2

程度の深さとし、8.5葉期からの水深は約15面程度と

した。葉数は不完全葉を除き計数した。

(3)施肥量 :基肥0.5kg/a(1,P2),LO各 成分共通)、
追肥 減数分裂期0.2kg/a(Nのみ)
(4)供試品種 :あきたこまち
(5)栽植密度、植込み本数 :22.2株/ポ、 1株 4本
(6)分げつ発生消長 :1株 4本植えしたものの中か
ら1個体調査し、10株 10個体調査した。

(7)非構造性炭水化物量
穂、上位 3葉、上位 4葉以下の葉身および葉鞘・

得の各部位を80℃で48時間乾燥し粉砕後、酵素法に

よつて測定した。

(8)登熟度 :千粒重X登熟歩合

3 試験結果及び考察

(1)収量、収量構成要素、登熟度及び整粒歩合(表 1)
玄米重は深水区が慣行区よりも5%上回り、64.3kg/a
であった。また、深水区は1穂粒数は多かつたものの穂

数は少なく、ポ当たり籾数は30.7千粒でやや少なくなっ

た。千粒重は24g、 登熟歩合は874%で慣行区を上回り、
登熟度も上回つた。また、整粒歩合も慣行区よりも5%
向上した。深水処理により深水区の登熟が向上した。

(2)分げつの発生消長(表 2)
慣行区では 1次分げつの 2号が7本発生し5本有効化

しているのに対し、深水区では発生が抑えられた。慣行

区では 1次分げつの 7号が 7本発生しているのに対し深

水区では 1本しか発生しなかつた。 2次分げつは慣行が
33本発生し9本有効化しているのに対し深水区は11本し

か発生せず 1本の有効化で抑えられた。株の全茎数の有

効茎歩合は慣行区が約60%だ ったのに対し、深水区は約
77%であつた。

(3)葉面積と登熟度
穂揃期における茎ごとの葉面積と登熟度の関係を図 1

に示した。 1次分げつの3号を除きそれぞれの茎の葉面
積は深水区が慣行区を上回つた。また、登熟度は深水区

のそれぞれの茎で大きくなった。全体で見ると葉面積と

登熟度には正の相関が見られ、葉面積の大きいものほど

登熟度は高い傾向にあった。慣行区の 1次分げつの2号

や 6号、また2次分げつは葉面積が小さく、登熟度は低
い傾向にあった。

深水区の主茎および 1次分げつの4号と6号は籾数が

多いにもかかわらず慣行区よりも登熟度は高く、 1次分
げつの 5号は慣行区よりも7粒少ないが、登熟度は大き
く開いていた (図 2)。

(4)穂揃期における非構造性炭水化物量 (WSC)
NSCは穂部と上位 3葉では深水区と慣行区では差はほ
とんど無かつたが、その他の葉と葉鞘・得では深水区が

多く、特に葉鞘・得でその差は大きかつた (表 3)。 そ

の他の葉でNSCが多いのは葉面積が大きいこと、また、

葉鞘・樺で多いのは 1次分げつ主体の株構成のため 1茎

重が重く、蓄積炭水化物が多いためと考えられる。出穂

期の得と葉鞘のNSCと 出穂後 20日 間の全重増加量を合
計した値をポ当たり籾数で除した値である出穂後 20日
間の 1籾当たり利用可能炭水化物量は登熟歩合と正の相

関があると言われており"、 ここでは穂揃期 (出穂2日

後)起算としたが、この値は深水区が高かつた (表 3)。
実際、穂における個体群生長率の穂揃 20日後までの値
は深水区が高くなった。このことから穂揃期においてNS

Cが多くなったことが初期登熟を良好にし登熟歩合を高

めたと考えられる (表 4)。

4 ま と め

(1)深水処理によって 1次分げつの 3号から6号が
主体の株構成となつた。

(2)主茎を含めたそれぞれの葉位ごとの茎のほとん
どが葉面積が大きくなり、登熟度が高くなった。

(3)登熟度の低い 1次分げつの 2号や 2次分げつが
ほとんど無かつたことも、登熟度を上げた要因と考えら

れる。

(4)穂揃期のNSCが多くなり、初期登熟を良好にした。
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注1)19mm飾いを使用。整粒歩合は仙台食糧事務所秋田事務所調べ

注2)千粒重と豊熱歩合を掛けたものを登熟度とした。
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図2整 ごとの初数と登熱度の関係
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図1 穂憎期における茎ごとの葉面積と豊熟度の関係

注)図 1、 図2の主は主茎、2から6は各節位から発生した1次分げつ。2-0、 2-4は3葉.4葉から発生した2次分げつ

注)穂揃期の将と葉鞘の非構造性炭水化物量と穂揃後20日間の全重増加量を合計した値をポ当籾数で除した値

注)単位はg/耐/1日。括弧内は1籾換算値。単位はmg/1籾/1日。
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